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(57)【要約】
【課題】使用する内視鏡と情報処理装置の組み合わせに
応じて最適な発光素子の光量が設定可能な内視鏡システ
ムを提供する。
【解決手段】内視鏡システム１は、撮像素子１０と、撮
像信号を光信号に変換して出力する光送信モジュール１
１と、第１の光ファイバ１２ａと、第１の光コネクタ１
３ａと、内視鏡２の光量減衰率を記憶する第１の光量減
衰率記憶部１４と、を有する内視鏡２と、第２の光コネ
クタ１３ｃと、第２の光ファイバ１２ｃと、前記光信号
を電気信号に変換して出力する光受信モジュール２０と
、情報処理装置３の光量減衰率を記憶する第２の光量減
衰率記憶部２７と、光量を測定する光量測定部２２と、
を有する情報処理装置３と、を備え、発光素子の光量を
光量減衰率に基づき設定する光量設定部１５と、光量設
定部１５が設定した光量を記憶する光量設定記憶部１６
と、をさらに備えることを特徴とする。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報処理装置に内視鏡が接続された内視鏡システムにおいて、
　前記内視鏡は、
　被検体を撮像する撮像素子と、
　前記撮像素子から出力される撮像信号を光信号に変換して出力する発光素子を有する光
送信モジュールと、
　前記光送信モジュールから出力された前記光信号を伝送する第１の光ファイバと、
　前記光送信モジュールと接続される前記第１の光ファイバの他端を保持する第１の光コ
ネクタと、
　前記内視鏡の光量減衰率を記憶する第１の光量減衰率記憶部と、
　を有するとともに、前記情報処理装置は、
　前記第１の光コネクタと着脱可能に接続される第２の光コネクタと、
　前記第２の光コネクタに保持され、前記第１の光ファイバから出力される前記光信号を
伝送する第２の光ファイバと、
　前記第２の光ファイバが伝送した前記光信号を電気信号に変換して出力する受光素子を
有する光受信モジュールと、
　前記情報処理装置の光量減衰率を記憶する第２の光量減衰率記憶部と、
　前記光受信モジュールにより電気信号に変換された前記光信号の光量を測定する光量測
定部と、
　を有し、さらに前記内視鏡システムは、
　前記発光素子が出力する光の光量を、前記内視鏡の光量減衰率と前記情報処理装置の光
量減衰率とに基づき設定する光量設定部と、
　前記光量設定部が設定した光量を、前記内視鏡および前記情報処理装置の識別情報とと
もに記憶する光量設定記憶部と、を備えることを特徴とする内視鏡システム。
【請求項２】
　前記内視鏡システムの光信号の伝送状態を判定する判定部を備え、
　前記判定部は、前記内視鏡が前記情報処理装置に接続される度に前記光量測定部が測定
する光量により、伝送状態を判定することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡システム
。
【請求項３】
　前記判定部が光信号の伝送状態が不良と判定した場合、伝送状態が低下している旨を表
示する表示装置を備えることを特徴とする請求項２に記載の内視鏡システム。
【請求項４】
　前記発光素子の駆動電流を増幅させる電流制御部を備えることを特徴とする請求項１に
記載の内視鏡システム。
【請求項５】
　情報処理装置に内視鏡が接続された内視鏡システムにおいて、
　前記内視鏡は、
　被検体を撮像する撮像素子と、
　前記撮像素子から出力される撮像信号を光信号に変換して出力する発光素子を有する光
送信モジュールと、
　前記光送信モジュールから出力された前記光信号を伝送する第１の光ファイバと、
　前記光送信モジュールと接続される前記第１の光ファイバの他端を保持する第１の光コ
ネクタと、
　を有するとともに、前記情報処理装置は、
　前記第１の光コネクタと着脱可能に接続される第２の光コネクタと、
　前記第２の光コネクタに保持され、前記第１の光ファイバから出力される前記光信号を
伝送する第２の光ファイバと、
　前記第２の光ファイバが伝送した前記光信号を電気信号に変換して出力する受光素子を
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有する光受信モジュールと、
　前記光受信モジュールにより電気信号に変換された前記光信号の光量を測定する光量測
定部と、
　を有する情報処理装置と、を有し、さらに前記内視鏡システムは、
　前記内視鏡と前記情報処理装置が最初に接続された際、前記光量測定部が測定した光量
を前記内視鏡および前記情報処理装置の識別情報とともに記憶する光量設定記憶部と、
　前記内視鏡システムの光信号の伝送状態を判定する判定部と、
　前記光受信モジュールにより電気信号に変換され、前記光量測定部が測定した前記光信
号の初期光量を記憶する初期値記憶部と、を備え、
　前記判定部は、前記内視鏡が前記情報処理装置に接続される度に前記光量測定部が測定
する光量と、前記初期値記憶部が記憶する初期光量とを対比して伝送状態を判定すること
を特徴とする内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像情報を光伝送方式で伝送する内視鏡システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、医療分野においては、患者等の被検体の臓器を観察する際に内視鏡システムが用
いられている。内視鏡システムは、例えば先端に撮像素子が設けられ、可撓性を有する細
長形状をなし、被検体の体腔内に挿入される挿入部を有する内視鏡と、ケーブルおよびコ
ネクタを介して挿入部と接続して撮像素子が撮像した体内画像の画像処理を行う情報処理
装置と、体内画像を表示する表示装置と、を備える。
【０００３】
　近年、より鮮明な画像観察を可能とする高画素数の撮像素子が開発されており、内視鏡
への高画素数の撮像素子の使用が検討されている。また、被検体への導入のしやすさを考
慮し、挿入部の細径化が求められている。さらに、挿入部の細径化を実現しながら、撮像
素子と情報処理装置との間で大容量の信号を高速に伝送するために、光ファイバおよび光
導波路を用いた伝送方式が内視鏡システムでも採用されている。
【０００４】
　このような技術として、撮像部が撮像信号をＥ／Ｏ変換部により光信号に変換し、前記
光信号を光ファイバにより伝送して情報処理装置内のＯ／Ｅ変換部に出力する内視鏡シス
テムが開示されている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１０－１９４０３７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１のような内視鏡システムでは、伝送する光信号における光量の減衰を考慮し
て設計が行われている。光量の減衰は、例えば、光送信モジュール内、内視鏡内の伝送路
である光ファイバ、送信側光コネクタ部、受信側光コネクタ部、情報処理装置内の伝送路
である光ファイバ、光受信モジュールと光ファイバとの接続部および光受信モジュール内
で発生する。
【０００７】
　従来の内視鏡システムでは、減衰の発生しうる各部において、理論上の最大値となる減
衰量に基づき光送信モジュール内の発光素子の光量を設定しているが、各部における光量
の減衰がすべて最大値となることはないため、最適な光量に設定するのは困難であった。
また、理論上の最大値となる減衰量に基づき光送信モジュール内の発光素子の光量を設定
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すると、必要以上に大きな光量を出力することとなり、発光素子の寿命が短くなっていた
。
【０００８】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、使用する内視鏡と情報処理装置の組み
合わせに応じて最適な発光素子の光量が設定可能な内視鏡システムを提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明にかかる内視鏡システムは、情
報処理装置に内視鏡が接続された内視鏡システムにおいて、前記内視鏡は、被検体を撮像
する撮像素子と、前記撮像素子から出力される撮像信号を光信号に変換して出力する発光
素子を有する光送信モジュールと、前記光送信モジュールから出力された前記光信号を伝
送する第１の光ファイバと、前記光送信モジュールと接続される前記第１の光ファイバの
他端を保持する第１の光コネクタと、前記内視鏡の光量減衰率を記憶する第１の光量減衰
率記憶部と、を有するとともに、前記情報処理装置は、前記第１の光コネクタと着脱可能
に接続される第２の光コネクタと、前記第２の光コネクタに保持され、前記第１の光ファ
イバから出力される前記光信号を伝送する第２の光ファイバと、前記第２の光ファイバが
伝送した前記光信号を電気信号に変換して出力する受光素子を有する光受信モジュールと
、前記情報処理装置の光量減衰率を記憶する第２の光量減衰率記憶部と、前記光受信モジ
ュールにより電気信号に変換された前記光信号の光量を測定する光量測定部と、を有し、
さらに前記内視鏡システムは、前記発光素子が出力する光の光量を、前記内視鏡の光量減
衰率と前記情報処理装置の光量減衰率とに基づき設定する光量設定部と、前記光量設定部
が設定した光量を、前記内視鏡および前記情報処理装置の識別情報とともに記憶する光量
設定記憶部と、を備えることを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明にかかる内視鏡システムは、上記発明において、前記内視鏡システムの光
信号の伝送状態を判定する判定部を備え、前記判定部は、前記内視鏡が前記情報処理装置
に接続される度に前記光量測定部が測定する光量と、前記初期値記憶部が記憶する初期光
量により、伝送状態を判定することを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明にかかる内視鏡システムは、上記発明において、前記判定部が光信号の伝
送状態が不良と判定した場合、伝送状態が低下している旨を表示する表示装置を備えるこ
とを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明にかかる内視鏡システムは、上記発明において、前記発光素子の駆動電流
を増幅させる電流制御部を備えることを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明にかかる内視鏡システムは、情報処理装置に内視鏡が接続された内視鏡シ
ステムにおいて、前記内視鏡は、被検体を撮像する撮像素子と、前記撮像素子から出力さ
れる撮像信号を光信号に変換して出力する発光素子を有する光送信モジュールと、前記光
送信モジュールから出力された前記光信号を伝送する第１の光ファイバと、前記光送信モ
ジュールと接続される前記第１の光ファイバの他端を保持する第１の光コネクタと、を有
するとともに、前記情報処理装置は、前記第１の光コネクタと着脱可能に接続される第２
の光コネクタと、前記第２の光コネクタに保持され、前記第１の光ファイバから出力され
る前記光信号を伝送する第２の光ファイバと、前記第２の光ファイバが伝送した前記光信
号を電気信号に変換して出力する受光素子を有する光受信モジュールと、前記光受信モジ
ュールにより電気信号に変換された前記光信号の光量を測定する光量測定部と、を有し、
さらに前記内視鏡システムは、前記内視鏡と前記情報処理装置が最初に接続された際、前
記光量測定部が測定した光量を前記内視鏡および前記情報処理装置の識別情報とともに記
憶する光量設定記憶部と、前記内視鏡システムの光信号の伝送状態を判定する判定部と、
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前記光受信モジュールにより電気信号に変換され、前記光量測定部が測定した前記光信号
の初期光量を記憶する初期値記憶部と、をさらに備え、前記判定部は、前記内視鏡が前記
情報処理装置に接続される度に前記光量測定部が測定する光量と、前記初期値記憶部が記
憶する初期光量とを対比して伝送状態を判定することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明では、予め内視鏡および情報処理装置の光量減衰率を測定し、内視鏡内および情
報処理装置内に光量減衰率を記憶させることにより、使用する内視鏡および情報処理装置
の組み合わせに応じて発光素子の最適な光量の設定が可能となる。また、これにより、発
光素子の過剰な光量出力を抑制できるため、発光素子の長寿命化を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】図１は、本発明の実施の形態にかかる内視鏡システムの概略構成を示す模式図で
ある。
【図２】図２は、本発明の実施の形態にかかる内視鏡システムの要部のブロック図である
。
【図３】図３は、本発明の実施の形態にかかる内視鏡システムにおける発光素子の光量設
定および伝送状態の判定を説明するフローチャートである。
【図４】図４は、本発明の実施の形態の変形例にかかる内視鏡システムの要部のブロック
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下の説明では、本発明を実施するための形態（以下、「実施の形態」という）として
、内視鏡システムについて説明する。また、この実施の形態により、この発明が限定され
るものではない。さらに、図面の記載において、同一部分には同一の符号を付している。
【００１７】
（実施の形態）
　図１は、本発明の実施の形態にかかる内視鏡システムの概略構成を示す模式図である。
図２は、本発明の実施の形態にかかる内視鏡システムの要部のブロック図である。
【００１８】
　図１および２に示すように、実施の形態にかかる内視鏡システム１は、被検体内に導入
され、被検体の体内を撮像して被検体内の画像信号を生成する内視鏡２と、内視鏡２が撮
像した画像信号に所定の画像処理を施すとともに内視鏡システム１の各部を制御する情報
処理装置３（外部プロセッサ）と、内視鏡２の照明光を生成する光源装置４と、情報処理
装置３による画像処理後の画像信号を画像表示する表示装置５と、を備える。
【００１９】
　内視鏡２は、被検体内に挿入される挿入部６と、挿入部６の基端部側であって術者が把
持する操作部７と、操作部７より延伸する可撓性のユニバーサルコード８と、を備える。
【００２０】
　挿入部６は、照明ファイバ（ライトガイドケーブル）、電気ケーブル２８および光ファ
イバ１２等を用いて実現される。挿入部６は、撮像素子を内蔵した先端部６ａと、複数の
湾曲駒によって構成された湾曲自在な湾曲部６ｂと、湾曲部６ｂの基端部側に設けられた
可撓性を有する可撓管部６ｃと、を有する。先端部６ａには、照明レンズを介して被検体
内を照明する照明部、被検体内を撮像する観察部、処置具用チャンネルを連通する開口部
６ｄおよび送気・送水用ノズル（図示せず）が設けられている。
【００２１】
　先端部６ａには、集光用の光学系の結像位置に設けられ、光学系が集光した光を受光し
て電気信号に光電変換して所定の信号処理を施す撮像素子１０と、撮像素子１０から入力
された画像情報を含む電気信号を光信号に変換して情報処理装置３に送信する発光素子を
有する光送信モジュール１１と、内視鏡２の光量減衰率を記憶する第１の光量減衰率記憶
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部１４と、発光素子が出力する光の光量を内視鏡２の光量減衰率と情報処理装置３の光量
減衰率とに基づき設定する光量設定部１５と、光量設定部１５が設定した光量を、内視鏡
２および情報処理装置３の識別情報とともに記憶する光量設定記憶部１６と、が配置され
る。光送信モジュール１１は、発光素子から出力される光信号を伝送する第１の光ファイ
バ１２ａの端部を、図示しないフェルールを介して保持固定している。
【００２２】
　操作部７は、湾曲部６ｂを上下方向および左右方向に湾曲させる湾曲ノブ７ａと、被検
体の体腔内に生体鉗子、レーザメス等の処置具が挿入される処置具挿入部７ｂと、情報処
理装置３、光源装置４、送気装置、送水装置および送ガス装置等の周辺機器の操作を行う
複数のスイッチ部７ｃと、を有する。処置具挿入部７ｂから挿入された処置具は、内部に
設けられた処置具用チャンネルを経て挿入部６先端の開口部６ｄから表出する。
【００２３】
　ユニバーサルコード８は、照明ファイバ、電気ケーブル２８および第１の光ファイバ１
２ａ等を用いて構成される。ユニバーサルコード８は、基端で分岐しており、分岐した一
方の端部が第１のコネクタ８ａであり、他方の基端が照明コネクタ８ｂである。第１のコ
ネクタ８ａは、情報処理装置３の第２のコネクタ８ｃに対して着脱自在である。照明コネ
クタ８ｂは、光源装置４に対して着脱自在である。第１のコネクタ８ａには、第１の光フ
ァイバ１２ａを保持する第１の光コネクタ１３ａが内蔵され、第２のコネクタ８ｃには、
第２の光ファイバ１２ｃを保持する第２の光コネクタ１３ｃが内蔵される。先端部６ａに
内蔵される撮像素子１０が撮像した画像信号は、光送信モジュール１１、第１の光ファイ
バ１２ａ、第２の光ファイバ１２ｃ、ならびに第１の光ファイバ１２ａおよび第２の光フ
ァイバ１２ｃをつなぐ光信号（図２に点線で示す）を介して光受信モジュール２０に伝送
する。
【００２４】
　情報処理装置３は、光送信モジュール１１から送信された画像情報を含む光信号を電気
信号に変換する受光素子を有する光受信モジュール２０と、光受信モジュール２０から出
力された画像情報をもとに、表示装置５に表示する体内画像を生成する画像処理部２１と
、光受信モジュール２０が受信した光信号の光量を測定する光量測定部２２と、内視鏡シ
ステム１の動作を支持する動作指示信号等の各種信号の入力を行う入力部２３と、内視鏡
システム１を動作させるための各種プログラムを記憶する記憶部２４と、各部の駆動制御
や、各部の情報の入出力制御を行う制御部２５と、を有する。また、制御部２５は、内視
鏡システム１の光信号の伝送状態を判定する判定部２６と、情報処理装置３の光量減衰率
を記憶する第２の光量減衰率記憶部２７と、光受信モジュール２０が受信し、光量測定部
２２が測定した光信号の初期光量を記憶する初期値記憶部２９と、を備える。
【００２５】
　光源装置４は、光を発する光源や、集光レンズ等を用いて構成される。光源装置４は、
情報処理装置３の制御のもと、光源から光を発し、照明コネクタ８ｂ、ユニバーサルコー
ド８の照明ファイバおよび第１のコネクタ８ａを介して接続された内視鏡２へ、被写体で
ある被検体内に対する照明光として供給する。
【００２６】
　表示装置５は、液晶または有機ＥＬ（Ｅｌｅｃｔｒｏ　Ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ）を
用いた表示ディスプレイ等を用いて構成される。表示装置５は、映像ケーブル５ａを介し
て情報処理装置３によって所定の画像処理が施された画像を含む各種情報を表示する。こ
れにより、術者は、表示装置５が表示する画像（体内画像）を見ながら内視鏡２を操作す
ることにより、被検体内の所望の位置の観察および性状を判定することができる。
【００２７】
　本発明の実施の形態にかかる内視鏡２および情報処理装置３は、第１の光量減衰率記憶
部１４または第２の光量減衰率記憶部２７をそれぞれ備えている。第１の光量減衰率記憶
部１４は、発光素子から出力された光信号が第１の光ファイバ１２ａに入力される際の光
送信モジュール１１内部の光量減衰率、第１の光ファイバ１２ａを伝送する際の内視鏡２
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内部の伝送路での光量減衰率、および第１の光コネクタ１３ａでの光量減衰率の積算であ
る内視鏡２の光量減衰率を記憶する。
【００２８】
　内視鏡２の光量減衰率は、内部の光量減衰率が既知の情報処理装置３に光量減衰率を測
定したい内視鏡２を接続し、光量測定部２２にて光受信モジュール２０が受信した光信号
の光量を測定することにより算出する。光送信モジュール１１の発光素子からの光量を１
００μＡとして光信号を出力し、情報処理装置３の光量減衰率が３０％である場合に、光
受信モジュール２０で受信した光信号の光量が５０μＡであれば、内視鏡システム１で５
０％の光量が減衰しているため、内視鏡２の光量減衰率は２０％であることがわかる。算
出した光量減衰率は、内視鏡２の識別情報とともに第１の光量減衰率記憶部１４に記憶さ
れる。
【００２９】
　第２の光量減衰率記憶部２７は、第２の光コネクタ１３ｃでの光量減衰率、第２の光フ
ァイバ１２ｃを伝送する際の情報処理装置３内部の伝送路での光量減衰率、第２の光ファ
イバ１２ｃから光受信モジュール２０への出力の際の光量減衰率、光受信モジュール２０
内部の光量減衰率の積算である情報処理装置３の光量減衰率を記憶する。
【００３０】
　情報処理装置３の光量減衰率は、内部の光量減衰率が既知の内視鏡２と光量減衰率を測
定したい情報処理装置３とを接続し、光量測定部２２にて光受信モジュール２０が受信し
た光信号の光量を測定することにより算出する。光送信モジュール１１の発光素子からの
光量を１００μＡとして光信号を出力し、内視鏡２の光量減衰率が１５％である場合に、
光受信モジュール２０で受信した光信号の光量が６０μＡであれば、内視鏡システム１で
４０％の光量が減衰しているため、情報処理装置３の光量減衰率は２５％であることがわ
かる。算出した光量減衰率は、情報処理装置３の識別情報とともに第２の光量減衰率記憶
部２７に記憶される。
【００３１】
　内視鏡２および情報処理装置３の光量減衰率は、同一機種であっても同一ではなく、個
体毎に異なるものである。本発明の実施の形態にかかる内視鏡システム１では、内視鏡２
および情報処理装置３毎に光量減衰率を測定し記憶させることにより、使用する内視鏡２
および情報処理装置３の組み合わせに応じた最適な発光素子の光量が設定可能となる。ま
た、これにより、最適な光量より大きな光量での出力を抑制できるので、発光素子の長寿
命化を図ることもできる。
【００３２】
　次に、本発明の実施の形態にかかる内視鏡システムにおける発光素子の光量設定および
伝送状態の判定について説明する。図３は、本発明の実施の形態にかかる内視鏡システム
１における発光素子の光量設定および伝送状態の判定を説明するフローチャートである。
【００３３】
　まず、情報処理装置３の第２のコネクタ８ｃに内視鏡２の第１のコネクタ８ａが接続さ
れると（ステップＳ１）、光量設定部１５は、情報処理装置３から識別情報を取得する（
ステップＳ２）。情報処理装置３の識別情報には、情報処理装置３の光量減衰率が含まれ
ており、第２の光量減衰率記憶部２７に記憶される光量減衰率が光量設定部１５に送信さ
れる。また、第１の光量減衰率記憶部１４から内視鏡２の光量減衰率も取得する。
【００３４】
　光量設定部１５は、送信された情報処理装置３の識別情報に基づき、内視鏡２と情報処
理装置３とが初めて接続されたか否かを確認する（ステップＳ３）。初めて接続された場
合は（ステップＳ３；Ｙｅｓ）、ステップＳ４以降で発光素子の光量が設定され、初めて
の接続でない場合は（ステップＳ３；Ｎｏ）、ステップＳ１０に移行する。
【００３５】
　内視鏡２と情報処理装置３とが初めて接続された場合（ステップＳ３；Ｙｅｓ）、光量
設定部１５は、内視鏡２の光量減衰率と情報処理装置３の光量減衰率により発光素子の光
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量を算出する（ステップＳ４）。例えば、光量設定部１５は、内視鏡２の光量減衰率と情
報処理装置３の光量減衰率とから求められる光量のテーブルを有し、該テーブルから発光
素子の光量を算出できる。
【００３６】
　光量設定部１５が算出した発光素子の光量に発光素子の光量を設定し（ステップＳ５）
、光量設定記憶部１６は、光量設定部１５が算出した発光素子の光量を、内視鏡２および
情報処理装置３の識別情報とともに記憶する（ステップＳ６）。
【００３７】
　その後、光送信モジュール１１から光信号が出力されると（ステップＳ７）、光量測定
部２２は、光受信モジュール２０が受信し電気信号に変換した光信号の初期光量を測定す
る（ステップＳ８）。初期値記憶部２９は、初期光量を、内視鏡２および情報処理装置３
の識別情報とともに記憶する（ステップＳ９）。
【００３８】
　一方、内視鏡２と情報処理装置３との接続が初めての接続ではない場合（ステップＳ３
；Ｎｏ）、光量設定部１５は、光量設定記憶部１６から使用する内視鏡２と情報処理装置
３との組み合わせ時の光量設定値を取得し（ステップＳ１０）、取得した光量に発光素子
の光量を設定する（ステップＳ１１）。光量設定値が前回使用時と同じであり、電源を切
っても設定した光量が保持されている場合は、発光素子の光量設定を行う必要はない。
【００３９】
　光送信モジュール１１から光信号が出力されると（ステップＳ１２）、光量測定部２２
は、光受信モジュール２０が受信し電気信号に変換した光信号の光量を測定（ステップＳ
１３）する。判定部２６はステップＳ１３で測定した光量に基づき伝送状態を判定する（
ステップＳ１４）。
【００４０】
　判定部２６による伝送状態の判定は、ステップＳ１３で測定した光量と、初期値記憶部
２９が記憶する初期光量との対比により行い、例えば、ステップＳ１３で測定した光量が
初期光量の５０％以下となった場合、伝送状態が不良であると判定する。また、ステップ
Ｓ１３で測定した光量が一定値以下となった場合、伝送状態が不良であると判定する。
【００４１】
　判定部２６が、伝送状態が良好であると判定した場合（ステップＳ１４；Ｙｅｓ）、光
量設定および伝送状態の判定を終了し、伝送状態が不良と判定した場合（ステップＳ１４
；Ｎｏ）、表示装置５等により、伝送状態が不良である旨の警告を出力する（ステップＳ
１５）。
【００４２】
　上記のように、本発明の実施の形態にかかる内視鏡システムでは、使用する内視鏡２お
よび情報処理装置３の組み合わせに応じて、簡易に発光素子を最適な光量に設定すること
ができる。また、一度光量を設定した内視鏡２と情報処理装置３は、その識別情報ととも
に設定した光量を光量設定記憶部１６に記憶するので、再度同じ組み合わせで使用する場
合、光量設定記憶部１６から光量を取得すればよく、再設定の必要はない。本実施の形態
では、光量設定部１５および光量設定記憶部１６は内視鏡２に配置されるが、情報処理装
置３側に配置されていてもよい。
【００４３】
　また、内視鏡２に発光素子の駆動電流を増幅させる電流制御部を設けて、伝送状態が不
良である場合に、電流制御部により発光素子の駆動電流を増幅させて、出力する光信号の
光量を増幅させてもよい。図４は、本発明の実施の形態の変形例にかかる内視鏡システム
の要部のブロック図である。実施の形態の変形例にかかる内視鏡システム１Ａでは、発光
素子の駆動電流を増幅させる電流制御部１７を備え、判定部２６により伝送状態が不良と
判定した場合に、電流制御部１７により発光素子の駆動電流を増幅し、光送信モジュール
１１が送信する光信号の光量が上げられる。
【００４４】
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　本実施の形態の変形例では、光量設定部１５が、内視鏡２Ａと情報処理装置３の実測さ
れた光量減衰率に基づき発光素子が出力する光の光量を設定するため、発光素子の最大出
力より低い光量での光信号の出力が可能となる。したがって、判定部２６により伝送状態
が低下したと判定された場合であっても、発光素子の最大出力まで電流制御部１７により
駆動電流を増幅することができ、メンテナンスの負担を軽減できる。
【符号の説明】
【００４５】
　１　内視鏡システム
　２　内視鏡
　３　情報処理装置
　４　光源装置
　５　表示装置
　６　挿入部
　６ａ　先端部
　６ｂ　湾曲部
　６ｃ　可撓管部
　６ｄ　開口部
　７　操作部
　７ａ　湾曲ノブ
　７ｂ　処置具挿入部
　７ｃ　スイッチ部
　８　ユニバーサルコード
　８ａ　第１のコネクタ
　８ｂ　照明コネクタ
　８ｃ　第２のコネクタ
　１０　撮像素子
　１１　光送信モジュール
　１２ａ　第１の光ファイバ
　１２ｃ　第２の光ファイバ
　１３ａ　第１の光コネクタ
　１３ｃ　第２の光コネクタ
　１４　第１の光量減衰率記憶部
　１５　光量設定部
　１６　光量設定記憶部
　１７　電流制御部
　２０　光受信モジュール
　２１　画像処理部
　２２　光量測定部
　２３　入力部
　２４　記憶部
　２５　制御部
　２６　判定部
　２７　第２の光量減衰率記憶部
　２８　電気ケーブル
　２９　初期値記憶部
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